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勲章と教育理念
——日系人調査の2つの成果——

吉野諒三

Honors Acquired Through Struggle for Peace

Ryozo Yoshino

2018 年初めにアメリカ西海岸在シアトル日本総領
事館，そしてこの夏にはハワイ大学の友人から突然の
ニュースが舞い込み，少なからず驚き，また喜んだ．
どちらも，60年以上にわたる統計数理研究所の「日本
人の国民性」と「意識の国際比較」の中で国際共同研
究者として，特に米国西海岸 (1999–2001)とハワイ・
ホノルル (2000–2002) の日系人調査で大活躍してく
れた方々のことである．
シアトルの日本総領事館からは，ワシントン大学の

Tetsuden Kashima名誉教授に旭日小綬章が授与され
ることになり (Yamaguchi, 2017)，3月に開かれるレ
セプションへの招待状であった．嬉しいサプライズで
あったが，突然すぎて日程が調整できず私は欠席せざ
るを得なかったが，一連の調査プロジェクトのメン
バーで Kashima教授の御夫人とも長年の友人である
山岡和枝教授（帝京大学）は参加し，旧交を温めた．
既に逝去されている Frank Miyamoto名誉教授（ワ

シントン大学）を含め，Kashima教授，Stephan Fugita
教授（サンタクララ大学）らは，第二次世界大戦中の
日系人収容所の問題に巻き込まれたが，戦中，戦後の
人種差別と戦い抜き，2002 年ようやく連邦政府から
名誉回復を勝ち取った世代であった．1988 年にレー
ガン大統領は，日系アメリカ人の市民としての基本的
自由と憲法で保障された権利を侵害したことに対し，
連邦議会は国を代表して謝罪し，第 442 連隊戦闘団
（日系アメリカ人部隊）に対して，「ファシズムと人種
差別という二つの敵と闘い，その両方に堂々と勝利し
た」と讃えている．
ハワイ大学の黒田安昌名誉教授からは，われわれ，「意

識の国際比較研究」グループが前述のワシントン大学，

サンタクララ大学のメンバーらとともに 2002–2003
年と 2009 年に Behaviormetrika に各 2 号 (Yoshino
& Hayashi, 2002; Yoshino, 2002; Yoshino, 2009a,
2009b) にわたり刊行した特集号に関する知らせで
あった．Kuroda (2009)で書かれた “気のモデル（Ha
model）” が，2016 年に幼稚園児から高校生までが見
習うべき理念としてハワイ州教育局によって採択され
ていたことに気が付き，知らせてきたのだ．もともと
日本人だが，長年米国西海岸やハワイで研究を重ねて
きた黒田氏が，Kuroda (2003)の中でハワイを多人種
の理想的な共存共栄社会として描いた rainbow model
（虹のように，肌色の異なる多人種が美しく調和）を発
展させた論文であった．Miyamoto，Kashima，Fugita
の 3氏も，日本人とアメリカ人と米国日系人に関する
対人関係の対照など，理論を実証データ解析で深めた
幾つかの論文を著してくれている．これらは，すべて
複雑な現実社会の課題に直面してきた人々の思いが込
められたものである．
昨今は，安っぽい短期的業績評価の時代になり，幼
稚な表面上の指標を追う仕事が多く，閉口している．
そのようなものからは，行動計量学会のそれぞれの一
時代を席巻した林知己夫の数量化理論や赤池弘次の
AICなども生まれなかったであろう．
二つの知らせは，私には一方で 2001年 9月 11日の

NYテロ事件以降，特に最近のトランプ大統領をはじ
め，世界中にはびこっている人種差別的雰囲気を吹き
飛ばしてくれるような快挙に思え，他方で調査研究の
本当の成果とは何かを示唆してくれるように思える．
実証的なデータに基づく学問や政策立案への貢献
に，日本行動計量学会と学会誌「行動計量学」「Behav-
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iormetrika」が貢献して来たことを確認し，今後もさ
らなる発展を期待する．
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（写真説明）2018年 3月　在シアトル日本領事館にて
左から Daniel氏（カシマ氏次男），山岡和枝氏，Tetsuden Kashima氏，Kanako夫人，James氏（長男）


